
 

 

 

名張市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

 

１．改正の趣旨及び背景 

  公務員の給与改定等の社会情勢の変化に鑑み、非常勤消防団員等に係る損害補償の基

準である非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が一部改正されることに

伴い、名張市消防団員等公務災害補償条例において定める非常勤消防団員等に係る補償

基礎額及び扶養に係る補償基礎額の加算額を改定するため、所要の改正を行おうとする

ものです。 

 

２．改正の内容 

（１）非常勤消防団員又は非常勤水防団員の補償基礎額を、次のとおり引き上げます。 

（上段：改正後 下段：現行） 

階級 

勤務年数 

１０年未満 
１０年以上 

２０年未満 
２０年以上 

団長及び 

副団長 

１２，９００円 

（１２，５００円） 

１３，７００円 

（１３，３５０円） 

１４，５００円 

（１４，２００円） 

分団長及び

副分団長 

１１，３００円 

（１０，８００円） 

１２，１００円 

（１１，６５０円） 

１２，９００円 

（１２，５００円） 

部長、班長

及び団員 

９，７００円 

（９，１００円） 

１０，５００円 

（９，９５０円） 

１１，３００円 

（１０，８００円） 

 

（２）消防作業従事者、救急業務協力者、水防従事者又は応急措置従事者の補償基礎額の

最低額を９，１００円から９，７００円に引き上げるとともに、通常得ている収入の

日額に比して公正を欠くと認められる場合の補償基礎額の最高額を１４，２００円か

ら１４，５００円に引き上げます。 

（３）非常勤消防団員等の扶養に係る補償基礎額の加算額を、次のとおり改定します。 

（上段：改正後 下段：現行） 

区分 加算額 

（１）配偶者（婚姻の届出をしないが、事実上婚姻関係と同様の事情

にある者を含みます。） 

１００円 

（２１７円） 

令和７年２月５日 

総務企画委員会協議会資料 

消防本部 消防総務室 



（２）２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子 
３８３円 

（３３３円） 

（３）２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある孫 
変更なし 

（２１７円） 

（４）６０歳以上の父母及び祖父母 
変更なし 

（２１７円） 

（５）２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある弟妹 
変更なし 

（２１７円） 

（６）重度心身障害者 
変更なし 

（２１７円） 

 

３．施行期日 

  令和７年４月１日から施行します。 

  ※政令の公布は、令和７年２月下旬に予定されています。 


